
学級規模の基準と実際［国際比較］

文部科学省調査

（公立）

学級編制基準学校種

40人（上限）
40人（上限）
40人（標準）

小学校
中学校
高校

日本

（標準）（範囲）
第1-4学年 24人 18-30人

第5-10学年 24人 18-30人
第5-10学年 28人 26-30人

基礎学校
中等教育
ﾊｳﾌﾟﾄｼｭｰﾚ
ｷﾞﾑﾅｼﾞｳﾑ

ドイツ
（ﾉﾙﾄﾗｲﾝ・
ﾍﾞｽﾄﾌｧｰﾚﾝ州
の場合）

なし（児童数と地域事情に応じて、国の地方事務所（県レベル）が教員数と
１学級当たり平均児童数を決定。教員当たり平均児童数は17-20）

なし（生徒数と地域事情に応じて、国の地方事務所（地域圏レベル）が教員
数を決定。教員当たり平均生徒数はコレージュで21-24人）

幼稚園・小学校
中等学校
前期・ｺﾚｰｼﾞｭ
後期・ﾘｾ

フランス

第1-2学年 30人（上限）
第3-6学年 なし

なし

小学校

中等学校
イギリス

第1-3学年 学区内平均で1学級当たり30名を上限とし，さらに学区内
に32名を超える学級がないこと

第4-8学年 1964年度の教員1人当たり児童生徒数の州内平均（29.9名）
か同年度の当該学区の教員1人当たり児童生徒数のうち大
きい数値を上限とする

小学校

小学校，ﾐﾄﾞﾙｽｸｰﾙ

アメリカ
（ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ州
の場合）

資 料 ３
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１学級当たり児童生徒数 ［国際比較］

28.7人

34.2人
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人

初等教育 前期中等教育
前期中等教育OECD平均23.6人

初等教育OECD平均21.9人

OECD「図表でみる教育2004」

国公立学校での平均学級規模（2002年）は、初等教育２8.7人、前期中等教育
34.2人であり、OECD平均を上回っており、OECD加盟国中もっとも高い国の一つ。
（日本の数値が、学校基本調査と異なっているのが、これは各国間での比較にお
いて、特殊学級が除かれていることなどによる）

２



教員1人当たり児童生徒数［国際比較］

20.3人
16.2人
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初等教育 前期中等教育

初等教育OECD平均16.6人

前期中等教育OECD平均14.4人

OECD「図表でみる教育2004」

国公私立学校での教員１人当たり児童生徒数（2002年）は、初等教育20.3人、
前期中等教育16.2人であり、OECD平均を上回っている。
（日本の数値が、学校基本調査と異なっているが、これは各国間の比較において、
校長・教頭が除かれていることなどによる）
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